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金
山
町
は
、
過
疎
化
や
少
子
化
超
高
齢
化
に
よ
り
生
産
基
盤
が
弱
体
化
し
活
力
が
失
わ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
地
域
に
根
ざ
す
産
業
の
振
興
こ
そ
地
域
活
性
化
の
原
動
力
に

な
る
と
考
え
、『
か
ね
や
ま
の
や
る
気
応
援
事
業
』
と
し
て
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
平
成

二
十
年
度
の
各
団
体
の
取
り
組
み
、
支
援
の
成
果
等
を
報
告
し
ま
す
。

　

山
入
地
区
の
美
し
い
里
山
景
観
を
生
か

し
、
地
域
の
特
産
品
で
あ
る
山
菜
や
き
の

こ
の
栽
培
基
盤
の
整
備
を
し
ま
し
た
。
そ

れ
に
加
え
、
商
品
価
値
が
高
い
と
い
わ
れ

る
原
木
で
の
き
の
こ
類
栽
培
を
検
討
し

「
椎
茸
、
ナ
メ
コ
、
舞
茸
」
等
の
植
菌
等

の
具
体
的
な
作
業
が
実
施
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
き
の
こ
類
の
生
産
に
関
す
る
研
修

に
も
参
加
で
き
ま
し
た
。
将
来
的
に
は
、

産
地
直
売
等
の
実
施
を
検
討
し
、
地
域
の

更
な
る
産
業
づ
く
り
を
展
望
し
て
い
る

他
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の
事
業
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

山
里
ゆ
っ
た
り
倶
楽
部

補
助
額　
六
十
六
万
六
千
円

　

県
内
で
は
、
唯
一
沼
沢
湖
に
生
息
し
て

い
る
ヒ
メ
マ
ス
を
使
っ
た
「
姫
ま
す
寿
司
」

を
、
地
元
特
産
品
と
し
て
販
売
す
る
た
め

に
、
寿
司
の
製
作
技
術
の
研
修
と
作
業
所

の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
商
品
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
販
売
数
の
拡
大
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
、
学
校
等
で
寿
司
づ
く
り
体
験

や
、
ヒ
メ
マ
ス
に
関
す
る
講
話
が
、
児
童

や
生
徒
の
郷
土
愛
を
高
め
る
一
助
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
生
産
量
の
拡
大
や

「
姫
ま
す
寿
司
」
に
続
く
製
品
の
開
発
を

行
っ
て
い
き
、
事
業
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

地
元
の
特
産
品
と
し
て
、
栗
ど
ら
焼
き

の
販
売
再
生
を
目
指
し
、
品
質
向
上
の
た

め
、
ど
ら
焼
き
経
験
者
に
よ
る
指
導
を
受

け
製
造
技
術
の
習
得
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
販
路
拡
大
に
必
要
な
生
産
設
備
の
整

備（
ど
ら
焼
き
を
袋
で
包
む
機
械
の
導
入
）

や
、
商
品
の
全
国
的
な
Ｐ
Ｒ
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
新
し
い
ル
ー
ト
開
拓
を
行

う
他
、
栗
ど
ら
焼
き
に
続
く
新
製
品
の
開

発
に
も
乗
り
出
し
て
い
き
ま
す
。
販
売
数

の
増
加
が
新
し
い
雇
用
を
創
出
す
る
。
そ

う
い
う
流
れ
を
作
り
地
域
に
根
ざ
し
た
産

業
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

企
業
組
合
お
く
愛
ズ

補
助
額　
六
十
六
万
六
千
円

会
津
金
山
ど
ら
焼
き
工
房

補
助
額　
六
十
六
万
六
千
円

山里ゆったり倶楽部が行った栽培地の整備川口エゴマの会が量産を目指すエゴマ畑

か
ね
や
ま
地
域

再
生
へ
の
一
歩
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本
店
以
外
の
店
舗
に
ド
ー
ナ
ツ
の
原
材

料
と
し
て
出
荷
し
て
い
る
豆
乳
と
お
か
ら

の
ブ
レ
ン
ド
用
煮
釜
を
導
入
し
ま
し
た
。

既
製
品
で
は
な
い
煮
釜
の
調
整
も
最
終
段

階
を
迎
え
、
お
か
ら
ド
ー
ナ
ツ
の
品
質
向

上
と
、
量
産
が
図
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り

本
店
の
作
業
効
率
も
高
ま
り
、
豆
腐
製
造

に
も
及
ん
で
い
た
支
障
も
解
決
で
き
る
見

込
み
で
す
。
し
か
し
、
い
か
に
量
産
が
図

れ
て
も
売
れ
な
け
れ
ば
新
た
な
雇
用
の
創

出
に
は
結
び
つ
き
ま
せ
ん
。
客
足
が
に
ぶ

る
冬
期
の
集
客
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

金
山
町
の
観
光
地
と
し
て
の
シ
ン
ボ
ル

沼
沢
湖
そ
の
畔
に「
椎
名
誠
写
真
館
」を
オ

ー
プ
ン
し
た
が
、
訪
れ
る
観
光
客
は
年
々

減
少
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
椎
名
さ
ん

が
子
供
の
こ
ろ
か
ら
撮
影
し
て
き
た
写
真

を
収
め
た
作
品
集
「
こ
ん
な
写
真
を
撮
っ

て
き
た
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
と

も
な
い
、
同
写
真
館
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
を
行
い
、
入
館
者
全
員
に
発
刊
し
た
写

真
集
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
今
後
も

さ
ら
に
全
国
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
地
域
活

性
化
に
役
立
て
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

太
郎
布
高
原
で
育
成
し
て
き
た
肉
厚
で

品
質
も
良
い
冬
子
（
ど
ん
こ
）
と
呼
ば
れ

る
椎
茸
の
栽
培
地
整
備
と
し
て
散
水
機
を

設
置
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
椎
茸
生
産
に

大
変
役
立
つ
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
よ
る
販
売
数
の

比
較
な
ど
も
検
討
し
、
今
後
の
事
業
展
開

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
農
業
を
金
山
町
の
地
域
活
性
化
の

大
き
な
柱
と
考
え
、
安
全
で
安
心
で
き
る

も
の
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

金
山
町
の
各
地
域
で
生
産
さ
れ
て
い
る

エ
ゴ
マ
を
使
っ
た
加
工
品
「
え
ご
ま
油
」

を
生
産
し
て
い
ま
す
。
え
ご
ま
油
の
品
質

は
、
エ
ゴ
マ
種
子
の
洗
浄
の
程
度
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
エ
ゴ
マ
種
子
の
水
洗
機
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
、
同
一
で
高
品
質
な
え

ご
ま
油
を
生
産
す
る
こ
と
に
大
変
役
立
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
無
農
薬
栽
培
、
徹
底
し
た
水
洗

い
に
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、
同
一
で
高
品
質

な
魅
力
あ
る
も
の
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

町
の
遊
休
農
地
の
有
効
的
な
活
用
を
図

る
た
め
、
エ
ゴ
マ
栽
培
の
作
付
け
面
積
拡

大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
れ
に
必
要
な

管
理
機
を
導
入
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
地
元

特
産
品
と
し
て
の
エ
ゴ
マ
生
産
量
の
拡
大

に
大
変
役
立
つ
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
同
一
で
高
品
質
な
「
え
ご
ま
油
」

の
Ｐ
Ｒ
に
も
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
、
更

な
る
エ
ゴ
マ
の
栽
培
作
付
け
面
積
や
栽
培

量
の
拡
大
を
行
う
こ
と
で
、
新
た
な
雇
用

創
出
に
つ
な
げ
、
働
く
場
を
確
保
し
、
地

域
活
性
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
元
産
の
大
豆
、
さ
さ
ぎ
、
小
豆
な
ど

を
贈
答
用
に
缶
詰
や
、
袋
詰
め
す
る
受
託

販
売
事
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
は

一
部
老
朽
化
し
た
加
工
所
の
整
備
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
作
業
効
率
を
改
善
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
衛
生
面
の
向

上
に
も
つ
な
が
り
、
品
質
の
更
な
る
向
上

が
で
き
ま
し
た
。
加
工
所
で
は
今
後
も
、

地
域
に
根
ざ
す
産
業
を
担
う
べ
く
、
地
元

の
方
が
地
元
で
栽
培
や
採
取
し
た
作
物
を

加
工
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、
心

の
こ
も
っ
た
製
品
作
り
を
心
が
け
て
い
き

ま
す
。

（
有
）玉
梨
と
う
ふ
茶
屋

補
助
額　
六
十
六
万
六
千
円

奥
会
津
オ
ロ
チ
団

補
助
額　
六
十
六
万
三
千
円

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奥
会
津
金
山

あ
そ
び
の
が
っ
こ
う

補
助
額　
三
十
八
万
五
千
円

奥
会
津
エ
ゴ
マ
の
会

補
助
額　
二
十
八
万
円

川
口
エ
ゴ
マ
の
会

補
助
額　
二
十
四
万
五
千
円

上
田
山
菜
加
工
所

補
助
額　
十
九
万
五
千
円

あそびのがっこうが取り組む椎茸の栽培奥会津オロチ団が発刊した作品集
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夏到来
横田小学校でプール開き
　横田小学校のプール開きが６月４日に行われまし
た。５月２５日に行われたプール清掃には児童の保
護者や地域住民らの協力があり、この日を迎えまし
た。
　最初に各クラスの代表者と校長先生によるテープ
カットが行われ、校長先生が「今年も元気よく、プ
ールでの約束を守って自分の記録に挑戦してくださ
い」とあいさつしました。その後、各クラスの代表
者が今年の目標を発表して、早速初泳ぎをしました。
まだ低めの水温にも関わらず、児童の楽しげな歓声
がプール全体に響き渡りました。また、５月２８日
には金山小学校でもプール開きが行われました。

虫歯無くして大きくなぁれ
　虫歯予防週間が始まった６月４日、川
口保育所で町保健師による『歯のはなし』
が行われました。この日は、横田保育所
の園児も一緒におはなしを聞きました。
園児らは説明で使用した歯の模型を興味
深く食い入るように見たり触ったりして
いました。また、「虫歯を無くしていっぱ
い食べて大きくなれるように、歯みがき
をしっかりしてください」と保健師が言
うと「はーい」と元気いっぱいに返事し
ていました。

まだまだ若い!!
老人クラブ連合会で
体力測定
　老人クラブ連合会による体力測
定は６月３日、町民体育館で行わ
れました。測定には、金山町だけ
ではなく三島町や昭和村の老人ク
ラブから、合わせて約８０名参加
し、現在の体力指標となる握力、
閉眼片足立ちなど６種目の測定を
行いました。加齢に伴う筋力低下
をいかに抑えるかは、自身の自覚
しだいです。現状を把握し生活の
中に体を動かす習慣づくりが大切
になってきます。

初泳ぎを満喫する児童

歯の模型を見る園児たち

閉眼片足立ちをする参加者

421.7.10　広報かねやま



　金山町は、８月９日に交通死亡事故ゼロ
１０００日達成を迎えます。そこで町では
６月８日に、町民体育館と横田小学校で交
通安全教室を開催しました。参加した多く
の町民のみなさんが、交通安全の大切さを
改めて認識できました。
　交通安全教室当日は、横断歩道歩行シス
テムによる映像疑似体験が行われました。
　また、シートベルト体験車による体験で
は、時速５キロメートルと、私たちが普段
歩く程度の速度で、車が衝突した時の衝撃
を体験しました。運転席や助手席と比較す

ると、後部座席でのシートベルト着用率は低
いようです。後部座席に乗車する際も、ねじ
れやゆるみなどが無いように注意して、しっ
かりとシートベルトを着用しましょう。
　今回参加できなかったみなさんも、もう一
度交通安全の大切さを認識し、交通死亡事故
ゼロ１０００日を達成しましょう。

平成２１年交通安全スローガン
•じこがない　そんなまいにち　うれしいな
•子の成長　願う心と　チャイルドシート
•渡れそう　今なら行けるは　もう危険

悪天候の中
御神楽岳山開き
　新緑がその色をより一層濃くした６月
７日、あいにくの曇り空の中で御神楽岳
山開きが行われました。麓での安全祈願
祭で登山中の無事故を願った後、約１８
０名の登山者は自分自身のペースで本名
御神楽岳１２６６メートルの山頂を目指
し歩みだしました。残念ながら山頂はガ
スがかかり、本御神楽岳はもとより背後
にそびえる越後山脈や雄大な飯豊連峰の
姿は望めませんでした。しかし人間を寄
せ付けない厳しい山と言われてきた御神
楽岳本来の姿を、身をもって体感できた
ようでした。

登山開始を待つ参加者

多くの参加があった交通安全教室（横田小学校）

思った以上の衝撃に驚く参加者

交通死亡事故ゼロ１０００日達成を目指して
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目黒さんの賀寿を祝う
　目黒八重子さん（宮崎）への百歳賀寿
の贈呈式が６月１５日、役場で行われ、
会津保健福祉事務所長、町長、町老人ク
ラブ連合会長らが賀寿や記念品、祝金を
贈りました。
　賀寿の贈呈にあたり長男の隆彌さん
が、「皆さんの力添えがあり、１００歳
を迎えられたことに感謝したい」と謝辞
を述べました。体を動かすこと、三食し
っかり食べることが目黒さんの長寿の秘
訣とのことです。

広げよう
緑は地球の 宝物
両沼地方育樹祭が開かれる

誓いの言葉を述べる長谷川君と菅家さん

表彰を受ける大志さくらの会の中丸逸二代表

賀寿を受ける目黒さん

　第１回両沼地方育樹祭が６月９
日、太郎布地内において行われま
した。あすなろ館での式典では、
川口～大志間に桜並木を作るなど
し、緑化保全事業に取り組み美し
い景観づくりに貢献したとして
『大志さくらの会』が表彰を受け
ました。式典後、金山小、横田小
の児童を含む約１００名の参加者
は、指導員から説明を聞き、のこ
ぎりの扱いに注意しながら栗林の
除伐作業を行いました。作業終了
後、金山小６年の長谷川順也君と
菅家綾さんが「緑を守り育て、美
しい郷土をつくり後世へ伝えるこ
とに努めていきます」と誓いの言
葉を述べました。
　金山町にある豊富な緑。それを
地域の財産と考えしっかりと後世
へ伝え残していくことが、今を生
きる私たちの使命なのではないで
しょうか。緑に親しみ、緑を愛し、
美しい郷土を作っていきましょう。
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ＡＥＤの操作方法を学ぶ
　このたび、ＡＥＤ（自動体外式除細動
器）が大塩地区体育館に設置されました。
医療機関や消防署との距離が離れている
地区での万が一の緊急時に対応できるよ
うにと、６月２９日には、会津坂下消防
署金山出張所から講師を招き講習会が開
かれました。約３０名の参加者は、命に
直接関わることでもあり、時折質問をし
ながら真剣な表情で講習に臨んでいまし
た。ＡＥＤは大塩地区体育館の他に町内
小中学校、ゆうゆう館、町民体育館に設
置されています。 真剣な表情で操作する参加者

感謝状を受けた長谷川義助代表

妖精の里を花いっぱいに
　花壇づくり講習会は６月２３日、沼沢湖
畔において行われました。講師に財団法人
福島県都市公園・緑化協会の大竹規

のり

之
ゆき

管理
士を迎え約４０名が参加しました。参加者
は、講師の話を聞いた後、ヒャクニチソウ、
サルビア、メランポデュームなどの花の苗
を一株づつ丁寧に植えていきました。約１
時間の作業で沼沢湖畔の花壇いっぱいに植
えられた花は、これから本格的な観光シー
ズンで訪れる観光客を迎えます。

子供見守り隊に感謝状
　金山町青少年健全育成川口小栗山玉梨八町地区推進協議
会の活動「子供見守り隊」に安全な町づくりに貢献したと
して、会津坂下警察署から感謝状が贈られました。川口地
区は、児童と一緒に徒歩で下校し、小栗山、玉梨、八町地
区は、スクールバスに同乗し児童の安全を帰宅まで見守り
ました。
　代表の長谷川さんは、「常日頃からの目配り、気配りが大
切」と話し、ほぼ毎日登校する児童にあいさつをしながら
見守っているとのことです。互いにあいさつすることで防
犯に加え気持ちよく一日を過ごせる効果もあるそうです。
　金山町は都市部とは違って声かけなどの事例は報告され
ていないようですが、保護者の目が行き届かないところで
の地域の目も重要になってきています。

丁寧に苗を植える参加者
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こ
れ
か
ら
の
予
定

★
７
月
★

▼
15
日（
水
）

•
免
許
更
新　

午
前
９
時
〜

 

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
16
日（
木
）

•
献
血
バ
ス
来
町

午
前
10
時
〜

 

Ｊ
Ｒ
会
津
川
口
駅
前

▼
20
日（
月
）

•
少
年
少
女
球
技
大
会

午
前
9
時
30
分
〜

 

町
民
体
育
館

▼
23
日（
木
）

•
三
町
村
小
学
校
水
泳
記
録
会

午
前
9
時
〜　

金
山
小

★
８
月
★

▼
4
日（
火
）〜
5
日（
水
）

•
山
っ
子
ス
ク
ー
ル

 

沼
沢
湖
周
辺

▼
5
日（
水
）

•
乳
ガ
ン
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

　

検
査　

午
前
9
時
〜

 

大
塩
地
区
体
育
館

•
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ

 

（
少
年
運
動
教
室
）

午
後
7
時
〜　

町
民
体
育
館

▼
6
日（
木
）

•
行
政
相
談

午
前
10
時
〜　

金
山
町
役
場

人　
　
　
事

保
健
推
進
員

　

新
し
い
保
健
推
進
員
が
次
の

と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　

保
健
推
進
員
は
、
町
が
行
う

健
康
相
談
、
食
生
活
講
座
な

ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
ほ

か
、
町
民
と
町
の
保
健
師
と
を

つ
な
ぐ
役
割
も
担
っ
て
お
り
、

任
期
は
二
年
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

地
区
名　
　
　

氏　
　
　

名

川　

口　
　

山　

内　

朋　

子

　

〃　
　
　

菅　

家　

シ
ヅ
エ

小
栗
山　
　

目　

黒　

和　

子

八　

町　
　

押　

部　

チ　

ヨ

玉　

梨　
　

角　

田　

キ
ク
エ

　

〃　
　
　

谷
ヶ
城　

礼　

子

西　

谷　
　

角　

田　

靖　

子

　

〃　
　
　

遠　

藤　

美
代
子

本　

名　
　

菅　

家　

澄　

子

　

〃　
　
　

菅　

家　

紀　

子

橋　

立　
　

長
谷
川　

キ
ヨ
子

大　

志　
　

本　

多　

み
な
子

　

〃　
　
　

中　

丸　

マ
リ
子

お
知
ら
せ

納期限
7月31日まで

今月の納税
●
固

定

資

産

税　
　

２　

期

●
国
民
健
康
保
険
税　
　

２　

期

●
介

護

保

険

料　
　

２　

期

●
水

道

使

用

料　
　

７
月
分

●
保

育

料　
　

７
月
分

板　

下　
　

渡　

辺　

恵
美
子

宮　

崎　
　

目　

黒　

里　

美

上　

田　
　

星　
　
　

リ
キ
子

水　

沼　
　

渡　

部　

昌　

子

上
大
牧　
　

佐　

藤　

安　

子

下
大
牧　
　

佐　

藤　

ム
ツ
子

高　

倉　
　

五
ノ
井　

則　

子

大
栗
山　
　

本　

名　

康　

代

福　

沢　
　

若　

林　

富　

江

三　

更　
　

角　

田　

ミ
ツ
イ

沼　

沢　
　

川　

辺　

優　

子

　

〃　
　
　

若　

林　

ハ
ナ
子

太
郎
布　
　

若　

林　

ミ
ヤ
コ

横　

田　
　

滝　

沢　

富
二
子

　

〃　
　
　

横　

田　

き
く
子

上
横
田　
　

藤　

家　

順　

子

　

〃　
　
　

滝　

沢　

セ
ツ
子

土　

倉　
　

奥　
　
　

惠　

子

西　

部　
　

小　

林　

久　

枝

大　

塩　
　

佐　

藤　

ミ
ヨ
子

　

〃　
　
　

横　

田　

チ　

ヨ

滝　

沢　
　

菅　

家　

清　

子

　

〃　
　
　

菅　

家　

裕　

子

田　

沢　
　

渡　

部　

秋　

子

山
入
一　
　

須　

佐　

敏　

江

山
入
二　
　

大　

竹　

操　

子

越　

川　
　

横　

田　

早　

苗

農
業
委
員

　

五
月
三
十
一
日
付
け
で
農
業

委
員
を
退
任
し
た
五
十
嵐
誠
一

さ
ん
（
大
塩
）
の
後
任
と
し
て

菅
家
健
一
さ
ん
（
滝
沢
）
が
会

津
農
業
共
済
組
合
の
推
薦
を
受

け
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
二
十
一
年
六

月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
七

月
十
九
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

農
地
の
転
用
や
売
買
に
は
農

業
委
員
会
な
ど
の
許
可
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
早
め
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

委嘱を受ける菅家さん

教
育
委
員

　

六
月
三
十
日
で
任
期
満
了
と

な
り
教
育
委
員
を
退
任
し
た
酒

井
健
一
さ
ん
（
山
入
一
）
の
後

任
と
し
て
横
田
敏
宏
さ
ん
（
越

川
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
二
十
一
年
七
月

一
日
か
ら
四
年
間
で
す
。

　

教
育
委
員
は
、
教
育
委
員
会

に
お
い
て
学
校
教
育
や
生
涯
学

習
な
ど
の
教
育
に
関
す
る
事
務

的
な
方
針
等
に
つ
い
て
、
審
議

し
決
定
す
る
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

委嘱を受ける横田さん
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町
民
登
山
参
加
者
募
集

　

日
本
百
名
山
の
一
つ
に
数
え

ら
れ
、
尾
瀬
国
立
公
園
の
一
部

と
し
て
指
定
を
受
け
て
い
る
会

津
駒
ヶ
岳
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

は
い
か
が
で
す
か
。

▼
期
日　

七
月
二
十
六
日（
日
）

▼
申
し
込
み
期
限

七
月
十
六
日（
木
）

◎
問
い
合
わ
せ
…
中
央
公
民
館

 

☎
54
–
5
3
6
1

募　
　
　
集

町
職
員
募
集

　

平
成
二
十
二
年
度
町
職
員
採

用
候
補
者
試
験
を
行
い
ま
す
。

▼
採
用
職
種
・
採
用
予
定
人
員

•
一
般
事
務
（
高
校
卒
程
度
）

【
一
名
程
度
】

•
診
療
放
射
線
技
師
【
一
名
】

▼
第
一
次
試
験
期
日

九
月
二
十
日（
日
）

▼
受
験
資
格

•
一
般
事
務
（
高
校
卒
程
度
）

昭
和
四
十
四
年
四
月
二
日
か

ら
平
成
二
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

※
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん

•
診
療
放
射
線
技
師

診
療
放
射
線
技
師
の
資
格
を

有
し
昭
和
三
十
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人

▼
受
付
期
間

　

七
月
十
五
日（
水
）か
ら

　

八
月
十
四
日（
金
）ま
で

　

申
し
込
み
用
紙
は
、
金
山
町

役
場
総
務
課
ま
た
は
、
横
田
出

張
所
で
交
付
し
ま
す
。
受
付
は

執
務
時
間
中
に
限
り
ま
す
。
郵

便
に
よ
る
申
し
込
み
は
八
月
十

四
日
ま
で
に
到
着
し
た
も
の
に

限
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
総
務
係

 

☎
54
–
5
1
1
1

自
衛
官
等
募
集

　

自
衛
隊
で
は
、
平
成
二
十
一

年
度
自
衛
官
等
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。
受
験
料
は
一
切

か
か
り
ま
せ
ん
。

▼
募
集
職
種
・
対
象
年
齢

①
一
般
曹
候
補
生

十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満

②
二
等
陸
・
海
・
空
士（
男
子
）

十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満

③
二
等
陸
・
海
・
空
士（
女
子
）

十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満

④
航
空
学
生

高
等
学
校
卒
（
見
込
含
）

二
十
一
歳
未
満

▼
受
付
期
間

①
・
②
・
④

八
月
一
日（
土
）か
ら

九
月
十
一
日（
金
）ま
で

③
八
月
一
日（
土
）か
ら

九
月
七
日（
月
）ま
で

　

な
お
試
験
期
日
や
試
験
内
容

な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
こ
ろ
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

会
津
若
松
出
張
所

☎
0
2
4
2
–
27
–
6
7
2
4

案　
　
　
内

お
盆
の
成
人
式

　

平
成
二
十
一
年
度
金
山
町
成

人
式
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
日
時

八
月
十
五
日（
土
）

午
前
十
時
よ
り

▼
会
場

金
山
町
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者

　

平
成
元
年
四
月
二
日
か
ら
平

成
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

※
町
内
の
中
学
校
卒
業
者
に
は

通
知
し
ま
す
が
、
そ
の
他
の
方

楽しい町民登山

で
町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

は
次
の
と
こ
ろ
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
期
限

七
月
三
十
一
日（
金
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館

 

☎
54
–
5
3
6
1友達と記念撮影

水の事故を防ごう!
•乳幼児は家庭用ビニールプールなどの浅い
場所でも溺れることがあります。水遊び中
は必ず大人が付き添い、お子さんから目を
離さないようにしましょう。
•飲酒後や体調の悪いときは、遊泳を行わな
いようにしましょう。
•海や河川では気象状況に注意を払い、天候
の変化に応じ遊泳や川岸でのキャンプを中
止するといったことも配慮しましょう。
•もしもの時のために救命用具（ライフジャ
ケット・浮き輪など）を準備しましょう。

町民体育館
屋根塗装工事について
▼工事期間
　７月８日（水）～１２月上旬

　工事期間中体育館の使用は可能ですが、
駐車場の利用等ご不便をおかけいたします。
　ご協力をお願いいたします。

◎問い合わせ
　教育委員会　☎５４－５３６１
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図 書 室 だ よ り
体温を上げると健康になる
齋藤　真嗣 著（サンマーク出版）
～体温が１度下がると
　　　　　免疫力は３０％低下する～

◆図書館の利用状況（ 5月分）
月刊貸出冊数　47冊
（うち児童書）　13冊

•県立図書館の支援貸出図書230冊を入れ
替えました。公民館図書と同じ手続きで
どなたでもご利用いただけます。

•月のきほん（白尾元理　著）誠文堂新光
社が近日入庫予定です。今年は世界天文
年です。 7月22日に控えた日食を前にい
かがですか。

◎問い合わせ
　中央公民館 ☎ 54-5361

☆　あたらしい本が入りました　☆
一般向け

単純な脳、複雑な「私」
池谷　裕二 著（朝日出版社）
～２０年前に卒業した母校で著者が
後輩の高校生達に語る脳科学の「最前線」～

一般向け

１分間整理術
松本　幸夫 著（フォレスト出版）
～「ムダなもの」を捨てれば
　　　　　　　人生はうまくいく！～

一般向け

　これは、医療と介護の両方のサービスを利用している世帯の負担を軽減する制
度です。世帯内の国民健康保険の被保険者の方全員が１年間（毎年８月～７月末）
に支払った医療保険と介護保険の自己負担額を合計し、基準額を超えた場合に、
その超えた金額を支給し、世帯の負担を軽減します。今年度の基準額は以下のと
おりです。ただし、平成２０年４月から平成２１年７月末の１６か月間の自己負
担額がカッコ内の基準額を超える場合は、その超えた額を１２か月基準の場合の
支給額と比較して大きい方の額を支給します。 

高額医療・高額介護合算療育費制度が始まります

〈７０～７４歳の方〉

①　高齢受給者証の負担割合が「３割」と
なっている場合
…６７万円（８９万円）

②　①・③・④以外の場合
…５６万円（７５万円）

③　世帯員全員が町民税非課税の場合
…３１万円（４１万円）

④　③のうち、世帯員全員の所得が一定以下
（年金収入８０万円以下等）の場合
…１９万円（２５万円）

〈７０歳未満の方〉

①　世帯員全員の合計所得が６００万円を
超える場合
…１２６万円（１６８万円）

②　①・③以外の場合 
…６７万円（８９万円）

③　世帯員全員が町民税非課税の場合
…３４万円（４５万円） 

◎問い合わせ…保健医療係　☎５４－５１３５
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今
年
も
や
っ
て
く
る
！

か
ね
や
ま
夏
の
２
大
イ
ベ
ン
ト

第
34
回
沼
沢
湖
水
ま
つ
り

▼
日
時　
８
月
１
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

正
午
〜

　
　
　

２
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜

▼
会
場　
沼
沢
湖
畔

　

１
日
の
夜
は
、
花
火
を
バ
ッ

ク
に
大
蛇
が
出
現
し
会
場
を
幻

想
的
な
世
界
へ
と
誘
い
ま
す
。

２
日
に
は
勇
壮
な
武
者
た
ち
に

よ
る
大
蛇
退
治
の
伝
説
が
再
現

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
シ

ョ
ー
や
子
供
向
け
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
シ
ョ
ー
、
カ
ヌ
ー
試
乗
な
ど

の
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
な
ど
内
容

も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

尾
瀬
街
道
妖
精
の
里
か
ね
や
ま

ツ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク

▼
期
日　
８
月
29
日（
土
）

30
日（
日
）

▼
受
付　

両
日
と
も
午
前
８
時
〜

▼
会
場　

29
日　

沼
沢
湖
畔
キ
ャ
ン
プ
場

30
日　

大
塩
運
動
場

　

両
日
と
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
初

心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
、
全
て

の
方
に
満
足
い
た
だ
け
る
コ
ー

ス
で
開
催
予
定
。
夏
の
ひ
と
と

き
、
か
ね
や
ま
の
自
然
を
満
喫

し
な
が
ら
、
さ
わ
や
か
な
風
を

浴
び
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
農
林
観
光
係

 

☎
54
–
5
3
2
7

節
水
の
お
願
い

　

今
夏
は
、
小
雨
の
影
響
も
あ

り
水
道
水
が
不
足
す
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
日
常
生
活
の
中

で
、
一
人
ひ
と
り
が
節
水
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

•
水
道
を
使
用
す
る
と
き
は
、

こ
ま
め
に
開
け
閉
め
す
る

•
洗
面
に
は
洗
面
器
を
使
う

•
歯
磨
き
は
コ
ッ
プ
で
す
す
ぐ

•
野
菜
や
食
器
は
た
め
洗
い
を

す
る

•
洗
濯
は
風
呂
の
残
り
湯
を
使

用
す
る

•
シ
ャ
ワ
ー
を
使
い
す
ぎ
な
い

•
水
道
水
で
の
洗
車
は
で
き
る

だ
け
控
え
る

◎
問
い
合
わ
せ
…
上
下
水
道
係

 

☎
54
–
5
3
1
5

ご
寄
付
に
感
謝

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

　

次
の
方
か
ら
金
山
町
ふ
る
さ

と
応
援
寄
付
金
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

●
千
葉
県
佐
倉
市
の
金
澤
豊
さ

ん
か
ら
三
万
円

●
会
津
若
松
市
の
加
藤
廣
さ
ん

か
ら
一
万
円

●
埼
玉
県
所
沢
市
の
吉
戸
勝
さ

ん
か
ら
一
万
円

　

ご
寄
付
は
金
山
町
の
自
然
環

境
の
保
全
や
地
域
活
性
化
な
ど

の
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

あ の 人 こ の 人
６月届出（敬称略）
こんにちは赤ちゃん

須藤　真
ま

豊
ひろ
µ
父・須藤　雄介

¶
（横田）母・　　真由美

お二人で幸せに

該当はありませんでした。

霊よ安らかに

栗　城　善　一（82歳）玉　梨
長谷川　孝　伊（84歳）滝　沢
佐　藤　次　男（87歳）宮　崎
加　藤　文　之（57歳）川　口
栗　城　ハシメ（88歳）山入二
五十島　松　男（76歳）沼　沢

※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。

金山町の人口（ 7月 1日現在）

世 帯 数　1,147世帯（－ 2）
人　　口　2,647人　（－ 4）
　 男 　　1,252人　（－ 5）
　 女 　　1,395人　（＋ 1）

※（　）内は先月比

勇壮な大蛇退治

自然の中でウォーキング

11 広報かねやま　21.7.10



ホームページアドレス　http://www.town.kaneyama.fukushima.jp/
電子メールアドレス　　office@town.kaneyama.fukushima.jp

発行：金山町役場（総務課）☎ 0241-54-5111 〒968-0011 福島県大沼郡金山町大字川口字谷地393

143

生涯学習のマスコット
マナビィくん

　

開
発
セ
ン
タ
ー
と
横
田
公
民

館
に
設
置
し
て
あ
る
パ
ソ
コ
ン

が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
パ
ソ

コ
ン
は
、
ど
な
た
で
も
自
由
に

使
う
こ
と
が
で
き
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
も
の
を
プ

リ
ン
ト
（
有
料
）
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
来
年
度
に
光
フ
ァ

イ
バ
ー
を
敷
設
す
る
計
画
が
あ

り
、
完
成
後
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
が
良
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
よ
り
多
く
の
方
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
便
性
を
体

験
し
て
も
ら
う
た
め
の
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

•
七
月
十
三
日（
月
）

　

七
月
二
十
一
日（
火
）

•
午
前
八
時
三
十
分
〜
正
午

•
開
発
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

　

申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
時
間
内
に
お
出
で
く
だ
さ

い
。 公

民
館
の
パ
ソ
コ
ン
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

　

今
月
は
六
月
十
七
日
の
全
会

津
中
体
連
総
体
男
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
に
お
い
て
準
優
勝
の

成
績
を
収
め
、
見
事
に
県
大
会

初
出
場
の
切
符
を
手
に
し
た
金

山
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
の
み
な
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

集
中
力
を
高
め
て

　
「
会
津
大
会
決
勝
の
敗
因
は
、

チ
ー
ム
全
体
の
集
中
力
が
足
り

な
か
っ
た
こ
と
。
七
月
二
十
三

日
か
ら
始
ま
る
県
大
会
ま
で
の

練
習
で
は
そ
こ
を
補
い
た
い
。

そ
し
て
県
大
会
で
は
、
全
員
が

最
後
ま
で
試
合
に
集
中
し
て
、

ま
ず
は
一
勝
を
目
指
し
た
い
」

と
キ
ャ
プ
テ
ン
の
栗
田
圭
介
君

（
小
栗
山
）
は
話
し
ま
す
。

レ
シ
ー
ブ
力
の
安
定
が
課
題

　
「
チ
ー
ム
全
体
の
身
長
が
あ

ま
り
高
く
な
い
の
で
レ
シ
ー
ブ

力
の
安
定
が
課
題
で
す
。
県
大

会
に
は
、
チ
ー
ム
全
員
で
ど
ん

な
ボ
ー
ル
で
も
拾
う
気
持
ち
で

臨
み
た
い
。
そ
し
て
全
員
で
拾

っ
た
ボ
ー
ル
を
自
分
た
ち
の
攻

撃
へ
と
つ
な
げ
て
戦
っ
て
い
き

た
い
。
元
気
の
良
さ
と
声
の
大

き
さ
で
は
ど
の
チ
ー
ム
に
も
絶

対
に
負
け
ま
せ
ん
」
と
栗
田
君

は
自
信
を
持
っ
た
表
情
で
話
し

ま
す
。

恵
ま
れ
た
練
習
環
境

　
「
技
術
的
に
は
他
校
と
そ
れ

ほ
ど
の
差
は
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
身
長
差
な
ど
不
利
な
点

も
あ
る
が
、
小
規
模
校
だ
か
ら

こ
そ
他
の
ク
ラ
ブ
に
体
育
館
が

使
用
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
豊

富
な
練
習
量
を
確
保
で
き
る
の

が
有
利
な
と
こ
ろ
。
最
近
で
は
、

下
級
生
の
レ
シ
ー
ブ
も
少
し
ず

つ
安
定
性
を
増
し
て
き
て
い
て

上
級
生
の
ス
パ
イ
ク
へ
と
つ
な

げ
る
形
が
出
来
つ
つ
あ
る
」
と

顧
問
の
渡
部
典
男
先
生
は
チ
ー

ム
を
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

心
を
ひ
と
つ
に
し
県
大
会
勝

利
を
目
指
し
て
〝
頑
張
れ
！
金

山
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
〞。

新たな歴史を刻む県大会出場

金山中学校
男子バレーボール部

おじゃまします

男子バレーボール部の精鋭たち

金山中学校の応援旗

新しく設置されたパソコン

※
金
山
町
教
育
委
員
会
で

は
、
教
育
行
政
を
効
果
的
に

進
め
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に

そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
す
る

た
め
、
平
成
二
十
年
度
の
教

育
委
員
会
点
検
・
評
価
を
行

い
、
報
告
書
を
ま
と
め
ま
し

た
。
こ
の
報
告
書
は
、
町
内

の
各
公
民
館
に
ご
ざ
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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